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ノリツッコミに着目したWebからのロボット漫才台本自動生成

真下 遼 灘本 明代
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概要 人とロボットとの円滑なコミュニケーションの実現を目的に，ロボットに実装し実演するためのロボット
の漫才台本自動生成システムを提案する．提案手法ではWebのニュース記事からノリツッコミと呼ばれる漫才の
技法に着目し自動で台本を生成するシステムを提案する．
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1 はじめに
近年，ロボット工学の進歩により人とコミュニケー

ションを行うロボットの開発が盛んに行われている．そ

の一方で，人がロボットに対してコミュニケーションを

行う対象と捉えるにはまだ抵抗があると考えられる．

人がロボット同士の対話観察を行うことの効果を検証

した実験によれば，ロボット同士の対話を観察すること

で人はロボットとの間に容易に関係を築き，ロボットに

対して他の人間に対するように自然にコミュニケーショ

ンをできることがわかっている [1]．そこで我々は，ロ
ボット同士の対話の一つとして漫才に着目し，ロボット

に漫才を行わせることでそれを観るユーザは娯楽を交え

ながらロボットとの円滑なコミュニケーションが可能に

なると考えた．また，元お笑い芸人であり作家の松本哲

也氏は漫才において「時事ネタで漫才を作るのは，一番

お客さんの共感を得られやすい」[2]と述べている．そ
こで漫才の題材にWebのニュースサイトを利用するこ
とで，同時に若者を中心とした現代のニュース離れの克

服を期待した，ニュース記事によるロボット漫才台本自

動生成を提案する．

2 漫才台本自動生成

2.1 漫才の流れ
本研究では漫才の形式として，ボケ役とツッコミ役の

２体のロボットでの漫才を前提としている．漫才の題材

は，ユーザにWebからニュース記事を選択してもらう
ことで決定する．漫才台本自動生成にあたり，本研究で

は漫才台本をつかみ，本ネタ，オチに分割した三段構成

の流れでの漫才台本の生成を行う．各々の機能は以下の

とおりである．

• つかみで挨拶を兼ねた最初の一笑いと本ネタへの
話題提供を行う．
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• 本ネタでは題材となったニュース記事の内容を読
み上げて説明しながら，同時に様々なボケとツッ

コミで笑いをとる．ここが漫才において最も主軸

となる部分である．

• オチでニュース記事の内容をまとめ，最後に駄洒
落で笑いをとり締める．

本研究ではこの三段構成の内，本ネタの部分でのボケと

ツッコミの自動生成手法を提案する．

2.2 基本ボケ
本ネタにおける基本のボケとして，ボケ役がニュース

記事本文の単語を読み間違うというボケを行う．例えば，

「抱負（ほ-うふ）」という単語を「豆腐（と-うふ）」とい
う単語と読み間違えるといったものである．この場合，

ツッコミ役がその読み間違えた単語をツッコミ正しい単

語に訂正することでボケとツッコミの流れが成立する．

この正しい単語への訂正には，その単語をタイトルとす

るWikipediaの記事を利用することで，間違えた単語
の説明を補足させる．この時Wikipediaの記事の最初
の一文がそのタイトルの概要を顕著に表している [3]こ
とから，その最初の一文を用いる．例えば，豆腐の説明

には，「大豆の搾り汁を凝固剤によって固めた加工食品」

といった一文が抽出される．

2.3 ノリツッコミ
ノリツッコミとは，通常のツッコミと異なりツッコミ

役が一度ボケの内容に同調し（のっかり）話題を展開し

た後に，改めて正しいツッコミを行うというものである．

ノリツッコミの具体例を図 1に示す．ノリツッコミでは，
ツッコミ役が一時的にボケ役に転じることからツッコミ

でありながら同時にボケにもなるという特徴がある．「一

つの漫才の中には，いろんな種類のボケが入っていた方

がいい」[2]とのことから，本漫才にもできる限りボケ
の種類を増やすべきであり，その意味でノリツッコミを

本漫才に取り入れる価値があると考える．
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ノリツッコミは，まずはじめに，ボケ役が間違った単

語をいい，その間違えにツッコミ役が同調し，その後

ツッコミ役が自らその間違えを訂正する手順である（図

1参照）．そこで我々は，この間違った単語には基本ボ
ケで提案した単語を読み間違う手法を用い，その単語に

同調する要素として，その単語の印象を用いることを提

案する．

図 1 ノリツッコミ

2.4 印象の抽出方法
ツッコミ役が間違えに同調する要素として印象を用い

るが，ここで印象の抽出を簡略化するために，本研究で

は印象とはある単語を一つの形容詞によって表現したも

のとする．ある単語とは先の単語の読み間違いボケに

おいて，読み間違えた単語のことである．先の例の場合

「抱負」という単語に対して読み間違えた「豆腐」とい

う単語がこれに当たる．つまりは，ノリツッコミの生成

時の印象の抽出とは読み間違えた単語に関連した形容詞

を抽出することを意味する．具体的には，印象を抽出す

る単語と共起する形容詞を検索結果のスニペットから抽

出し，共起頻度の高い形容詞をその単語の印象とする．

抽出された形容詞の例を表 1に示す．例えば，「豆腐」
というクエリに対しての印象は表 1より，最も共起頻度
の多い「おいしい」という形容詞が豆腐の印象となる．

つまりは，表 1より「豆腐」は「おいしい」，「テレビ」
は「楽しい」，「凍傷」は「寒い」といった印象を抽出す

ることができる．

表 1 キーワードと共起する形容詞

query 1st adjective 2nd adjective 3rd adjective

豆腐 おいしい 美味しい やわらかい

テレビ 楽しい めざまし 幅広い

凍傷 寒い 怖い 白い

洋風 かわいい 明るい おいしい

賛辞 すごい 素晴らしい うれしい

このように，単語を間違えて，ノリツッコミを自動生

成した例をフィギュアスケート選手の浅田真央が世界選

手権に向けて抱負を語るというニュース記事に対して，

本研究での漫才台本自動生成を行った結果を図 2に示す．

図 2 ボケとノリツッコミ

3 まとめと今後の課題
本論文では，人とロボットとの円滑なコミュニケー

ションの実現を目的として，ロボットの漫才台本をWeb
のニュース記事から自動生成することを提案した．漫才

台本をつかみ，本ネタ，オチに分割し，本ネタの部分に

ノリツッコミと呼ばれるツッコミ役が一時的にボケ役に

転じる特殊なツッコミを搭載することを提案した．ノリ

ツッコミの自動生成では，単語の印象に着目し，自動生

成では，その単語と共起頻度の高い形容詞をその単語の

印象とし，これを用いる事によりノリツッコミを行った．

今後の課題としては，自動生成された漫才台本が実際

に笑いを誘い，ロボットとの円滑なコミュニケーション

の実現に繋がるのかをアンケートを行い検証していく必

要がある．同時に笑いとは何かについての論理的な解釈

を求める必要があると考える．
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